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研究代表者 工学部 北野 博巳
こ れ ま で の 研 究 か ら , リ ン 脂 質極 性 基 を 側 鎖 に 有 す る poly(2- m etha c ryloylo xyetbyl
pho spho rylcholin e)(P M PC) は , 当該水溶液中の 水の 構造を乱 しにく い こ とが明らか に され て
い る｡ さらに , P M PC は免疫原性 が無く , 高 い抗血栓性 を有する優れた 医用材料で あ る こ と
が示 され て い る｡
こ の ような知見 か ら, 研究代表者は , 双性イ オ ン 基 を有する 高分子材料は , 通常 の 高分子
電解質に 比 べ 水 の 構造 に 与 える影響が小 さく , さ らにそ の こ とが優れ た生体適合性 を発現す
る駆動力 となりうる の で は な い か と考えた｡
本研究で は , 種 々 の双 性イ オ ン 基 を有す る高分子材料を調整 し, 当該材料の 水 の 構造 に 与
え る影響を調査す る と共 に , 生体適合性材料 - の 適応が可能か否 か の 検討を行 っ て い る｡
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Sche m e1. P｢epa ｢ atio n of Sulfobetain ePolym e ｢
カ ル ポキ シ ベ タイ ン構造 お よ び ス ル ホ ベ タイ ン構 造 を側鎖に有す る高分子 (水溶性) が水
の 構造 をほ とん ど乱 さな い と い う知見 を得た こ とか ら, こ れ ら高分子材料 を不溶化 し , 当該
高分子 の 薄膜の 抗血栓性を検討 した｡ 対照実験と して , ガラ ス お よ び n- プチ ル メ タ ク リ レ ー
トポリ マ ー (P B M A), ポリ ス チ レ ン 薄膜に つ い て も 同様 の 検討を行 っ た｡
ス ル ホ ベ タイ ン ポリ マ - は , 式 1 に したが い , n - プチル メ タ クリ レ ー ト (B M A) と N,N - ジ
メ チ ル ア ミノ プ ロ ピル メ タク リル ア ミ ド(D M A P MA) の 共重合に より得られ る 三級ア ミ ン 担
持 ポリ マ ー (P(D M A P M A-r- B M A)) と ス ル トン の反応 に よ り! 種 々 の 4 級化度 を有する ベ タ
イ ン ポリ マ - (P(D M A P M A- ト B M A)s ulfbbetain e) を調製 した｡
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1 5.8 7 8.1 7 7.4
60.6 7 i.2 64.9
7 2.2 29.0 52.3 71.3
78.6 75.1 78.6
89.5 7 8.7 74.9 73.0
72,7 69.6 62.2
88.4 1 9,5 22,0 23.2
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o
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I.
組成お よび当該薄膜の 接触角を表 1 にま とめた｡ 表 の うち音字の サ ン プ ル に つ い て , 抗血栓
試験 を行 っ た ｡ そ の 結果 を, 図 1 に 示す ｡ 結果 か らも 明 ら か な よ う に , 前駆体ポ リ マ ー
(p(D M A P M A-r- B M A) の 抗血栓性 は , 4 級化ポリ マ ー (P(D M A P M A-r-B M A) s ulfobetain e),
つ ま り , 双性イ オ ン型 ポリ マ ー よりも劣 っ て い た｡ また , 双性イ オ ン側鎖 の 比 率が大き い材
料ほ ど, 抗血栓性 に優れ て い た｡
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Figure1. Nu mber ofplatelets adhering onto surfa ce ofpolym e rs
(M ea n± sta ndard deviation, n =5)
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